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大多喜町立大多喜小学校 

研究主題 

主体的に考え、表現する児童を育成するための授業改善の在り方 

－「読むこと」における言葉による見方・考え方を働かせた実践を通して－ 

 

１ 学校の概要 

  本校は、明治７年に設立され、今年度で創立１５１周年を迎える。本多忠勝の居城であった大多喜

城を中心に形成された城下町にある、歴史と伝統のある学校である。 

  学校教育目標「夢や希望をもち、元気に学ぶ児童の育成 ～ふるさと 大多喜 大すき～」の下、

大多喜城を望む校舎で、２０９名の児童が学んでいる。 

 

２ 研究の概要 

（１） 児童生徒の実態と課題 

  ア 全国学力・学習状況調査の結果から 

    令和５年度までの全国学力・学習状況調査の結果を分析すると、記述式の設問の正答率が特に

低く、「読むこと」の学習過程における、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」、「考えの形成」に

課題があった。令和６年度の調査では記述式問題などで改善が見られた他、「構造と内容の把握」

に係る設問では、文章の構造を理解し、内容を正確に把握する力や、登場人物の関係や物語の 

展開を正確に捉える力が身に付いていることが分かった。「精査・解釈」に係る設問では、文章

の細部を読み取り、深く解釈する力や、文章の意味を深く理解し、自分なりの解釈を導く力が 

身に付いていることが分かった。一方で、「考えの形成」に係る設問では、登場人物の行動や 

心情を理解し、自分の考えを深める力が身に付いていないことが分かった。また「共有」に係る

設問では、わかりやすく自分の考えを伝える力や、伝えたい内容を短く整理して表現する力が 

身に付いていないことが分かった。 

    

イ 指導の実態から 

    国語では「資質・能力の系統を意識した授業ができていない」という指摘があった。算数の 

場合には、既習事項を想起させる発問をするなど、資質・能力の系統を意識して指導にあたる 

姿が見られ、児童も既習事項を活用

しながら、本単元で身に付けたい 

資質・能力を身に付けている。 

しかし、国語の場合は、資質・ 

能力の系統が意識できておらず、 

児童の視点では、教材が変わっても

同じ学び方をしているように感じて

いるのではないかという実態が指摘

された（図１）。 

 
図１ 国語の授業の実態 



（２） 学力向上のための取組 

  ア 研究仮説 

「言葉による見方・考え方」を働かせ、学び合うことで主体的に考え表現することができる

だろう。   

 

 イ 目指す児童像 

    （ア）主体的に考える児童 

     単に見方・考え方を意識するだけでなく、学びの系統も意識することで、前の単元で学習 

したことを次の単元に生かす姿。 

 

    （イ）主体的に表現する児童 

     教師からの「新たな視点を与える発問」をきっかけに、学び合いの中で、進んで交流し  

考えを深めていく姿。 

 

  ウ 授業改善の視点   

 

 

 

  

エ 「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムとの関連 

    「見いだす」場面では、資質・能力を明確にすることで、学習の見通しをもたせる。「自分で

取り組む・広げ深める」場面では、「言葉による見方・考え方」を働かせ、主体的な読みを  

進める中で、教師の新たな視点を与える発問をきっかけに、学び合いの充実を図る。「まとめ 

あげる」場面では、「言葉による見方・考え方」を基にした振り返りを行うことで、働かせた

「見方・考え方」を自覚させ、次の学習に生かせるようにする（図２）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①資質・能力の明確化 

②新たな視点を与える発問と学び合い  

③「言葉による見方・考え方」を基にした振り返り 

図２ 「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムとの関連 



オ 具体的な手立て 

（ア）学習系統表の作成 

    単元で身に付ける資質・能力や働かせたい見方・考え方を系統表にまとめ、指導に   

生かしている（図３）。「読むこと」の学習過程との関連を色別に示すことで、これから学習

することが、構造と内容の把握、精査・解釈、考えの形成、共有のうち、どの系統上に  

あるのかを明らかにすることで、より系統的な学習になるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）新たな視点を与える発問と学び合いの充実 

    教師からの発問を、見方・考え方を意識させるだけのものから、児童に「新たな視点を与える

発問」とすることで、資質・能力に迫る思考が促されるようにし、さらに学び合いの充実を図る

ことで、考えがどんどん深まっていく姿を目指す（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 国語科「読むこと」の学習系統表 

図４ 新たな視点を与える発問によって考えが深まる姿 

光村図書「令和６年度版 小学校『国語』 光村の『国語』構造と系統-小・中９年間を見通して」を基に作成 



（ウ）わかぎっ子「読み方」ＪＵＭＰ 

本校で取り組む学習指導方法を「わかぎっ子『読み方』

ＪＵＭＰ」としてまとめた（図５）。これを基に指導を展開

することで、全校で統一された指導がなされ、どの学級に

おいても、また、児童が次の学年に進んでも、資質・能力

を身に付けやすくすることをねらいとしている。「わかぎっ

子『読み方』ＪＵＭＰ」には、授業改善の視点を、授業の

約束として示し、学習過程と指導事項を、学習の流れ  

としてまとめ、低・中・高学年ごとに身に付ける資質・ 

能力とその指導過程を明確にしている。また、本時で  

働かせたい見方・考え方を「みかん（見・考）」として  

板書し、見方・考え方を意識して学習に 

臨めるようにしている（図６）。他教科の 

指導でも生かされており、国語のみならず、

学校全体の指導の統一につながっている。 

  

（３）加配教員（学習サポーターを含む）の活用  

   本校では、第３学年以上の学級に配置し、国語科の学習において個別指導を充実させてきた。 

本研究の中心は「読むこと」領域であるが、それにとどまらず、国語科全体の指導の充実を図って

きた。さらに、教科全体を通じて見方・考え方を働かせた指導の充実を図るために、国語科以外の

授業においても指導をしている。 

 

３ 研究の成果 

・令和６年度の全国学力・学習状況調査では、「読むこと」の「構造と内容の把握」「精査・解釈」

について改善され、記述式問題の無回答率も大幅に下がった。 

・単元の導入では、児童が自らの言葉で既習を想起する様子が増え、学びの系統を考えながら  

授業に臨むことができるようになった。また、教師の発問にも、学びの系統や資質・能力を意識

したものが増え、学校全体で統一感のある授業がなされている。 

・系統や資質・能力を意識し、「新たな視点を与える発問」を行い、学び合いを充実させることで、

「読むこと」の学習過程における「共有」を充実させることができ、児童の深い学びに    

つながった。 

 

４ 今後の課題 

  「新たな視点を与える発問」は、設定の難しさが課題である。「新たな視点を与える発問」は、 

扱う教材毎に検討が必要になるものである。教材と身に付ける資質・能力との関係をより深く捉えて

いくことが求められる。「学び合い」の場面は、時間配分が主な課題である。今年度の実践では、 

「学び合い」場面の活動を、身に付けたい資質・能力や系統を基に考えていった。その結果、「学び

合い」に至るまでの学習は充実するものの活動時間が足りなくなることが頻繁に見られた。単元全体

を見通した授業作りが求められる。 

  この２年間の重要な視点としては「系統性」である。系統的な指導は、学年が上がっても螺旋的・

反復的に繰り返し指導することでその真価を発揮するものであるため、この研究がこれで終わること

なく、今後も継続されることが求められる。 

図５ 【わかぎっ子「読み方」JUMP】 図６ 【見・考】 


